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＊  第 1 回 Web セミナー「仕事づくり」（3）  

 

4.  「仕事づくり ～愛南町における取組み～」  

                 正光会御荘診療所    長野  敏宏  

 

 これが今の愛南町の全体です。  

病棟がやっと 5 年前に無くなりました。今ちょっと

2 年位人不足で在宅の支援力が若干落ちて入院

が増えています。それでも入院は多くても 1 か月に

1 人か 2 人、大体は町で 3 か月に 1 人位が普通

という位のところには来ています。病床無しで、診

療所、グループホーム、看取りまでやっていくので、

看多機やデイ／ショート、それから町中の資源とは

全部オンタイムで常に連携をしながら、町のことを

やっていくというスタイルです。企業等も含めて連

携できないところは、ほぼありません。コロナ等でも、

全部今どこの誰が感染しているというところまで情報がハブとして入りながら、地域の感染をどの様に止め

るか、というところで今日々やり取りをするお陰で、ここまで来ているのかなという気はしますが、未だまだそ

の様になればなるほど問題は出てきます。  

それでは仕事づくり、働くところ作り、生業づくりとはどの様な位置づけかというと、スライドを見ていただく

と、青い部分は地域で皆さんが立ち上げて連携している部分、いわゆる狭義の意味で言うと医療・福祉の

地域包括ケアシステムというのは、この辺りまでになってきます。でも皆さんお気付きだと思いますが、皆が

医療・福祉の中で生きている訳ではありませんし、私もその中で生きたい訳ではありません。皆やはり医

療・福祉の匂いのしないところで生きることも凄く大事で、そこの部分がとても町が縮小していく、どんどん
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過疎化していくと介護や福祉事業所ばかりになって、基幹産業は医療・福祉ですので、それ以外のところ

はどんどん萎んでいく、商店街には介護・デイサービスが並んでいるみたいなのが出てくる。それは私も嫌

ですね。そうすると実は福祉事業としての就労支援を伸ばすというのが私たちの元々の目標ではなく、町

の産業がどうあるかというところにコミットしていきたいと、ここの所思ってやってきています。それを医療・福

祉業界とうまくつないでいったり、バッファーになったりしていくのが、就労支援事業という位置づけなのだ

ろうと思っています。それで少し農業とか水産業とか情報が遠い職業と就労支援とは敢えて、もちろんリン

クもしていますが、スライドでは分けた書き方をしています。それで勿論地域の中には、その中でそういう生

活の枠からもはみ出る、これもご自身で選んでいかれているし、アリだと思いますが、本当に色々な人がい

らっしゃるので 1 人でも沢山の人が寿命を迎えるまで生きられる様に、全部のことをやっていきたい。という

のが今の私たちの動きです。  

その軸というか、私たちが人生の中で「どこで一

番時間を使うか」というと、やはり生業、稼ぐことでも

あるし、色々意味はありますが、生業なのだろうと思

っていて、そこが変わっていくと社会が変わっていく

のだろうと思っていています。1 つ 1 つ作ったり、守

ったりしながら、それはそのまま地域の風景になっ

ていきますので、この様なキーワードに注目をして、

ずっとやっています。町じゅう色々なところでやって

いると、地域そのもの全体が文化です。変化してい

きますし醸成され成熟していくのを日々感じなが

ら、やっています。但し、あまり丁寧にやっていなく

て、良かれと思えば立ち上げて、みたいなという事を繰り返していますが、今直接手掛けている事業がスラ

イドに載せたくらいです。勿論「なんぐん市場」という別法人も立ち上げてやっている部分もありますが、ま

た一方で医療・福祉の方で作っているものもありまして、これ位の事業を今やっています。でも一番初めに

やっと人を雇うことが出来たのは、観葉植物のレンタル業でした。確か 15 年前で、尾道に比べるととても

遅れていて悔しくて仕方なかったです。観葉植物レンタル業でやっと人を雇うことができ、そこから「山出憩

いの里温泉」町の指定管理のお話をいただいて、15 年になります。何とか潰さずに中野さんが頑張って

いますが、温泉施設・宿泊・キャンプ場・ペットの事・レストラン・弁当・売店とか、観光施設の運営で、ここ

は一般事業所として行っております。そこからもっと地に足を付けたというところで農業に展開し、田上さん

が頑張ってそこそこ物になってきました。10 年位でしょうか、アボガド等をやってそこから原木シイタケや畑、

柑橘、米等もやっています。収穫等の作業請負も 100 本を超えています。後は魚の養殖で、川魚の養殖

からそれを海に出してサツキマス、サーモンにしていく事業をやっています。隙間で言うと、色々な加工品

の製造と販売、空き家の管理、お墓の清掃等生きるために必要なことは何でも、事業化できることは出来

る限り事業化してやっています。お弁当などは元々バイキングが伸びていたのですがコロナ禍でバイキング

が出来なくなったので、一気に配食に切り替えました。配食は地域でやって欲しいというところが一杯あり、

そこやっていますが、今はコロナの自宅療養者への配食まで行っており、皆車で走り回っています。この様

な感じで事業を展開しています。  

農地は、現在愛南町の耕作地の１％位です。愛南町の全耕作地が 1000ha 位で、我々が 10ha 位で

す。お金になるには未だまだほど遠いですが、農家として、観光業者として、例えば弁当でコロナの療養

者への配食といった時には先ず目に浮かぶという様に、色々なところの施設のコロナの BCP とかにも我々

が組み込まれていたりしますので、地域の歯車として、ずいぶん幅広く、やっと回る姿が見え始めたかな、

という気がしています。  

生業という言葉に何故注目したかというのは、勿論初めはもっとお遊びでした、何を作って何をやって
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儲けられるか、どの様にしたら人が雇えるか、どの様にしたら皆の遣

り甲斐があるか、等ばかり考えていました。しかし人が生きる地域と

しての生業というのは、とても大事だなと思いました。この写真は真

珠をやっている集落です。真珠の小屋があってここから海に出てい

きます。家では早朝に起きて真珠で作業をする、朝食を食べてまた

作業をする、海に出る、帰ってきて作業をする、昼ご飯を食べてま

た作業をする、そして夕方帰って寝る、という生活です。ここにいる

おばあちゃん、おじいちゃんでも良いのですが、ボケてきたら何をす

るかというと「少しでもお手伝いできたら」といって作業場でずっとお手伝いをして、家族もその方を支援す

る、介護すると言って向き合うのではなく、横目で「ばあちゃんボケてきたけど大丈夫かな」と思いながら

「危ない危ない」と気遣いながら、それでおばあちゃんも「チョットは役に立てたらな」と言いながら段々年老

いていく、という様な人生を送っていかれます。そこに私の様なヘッポコ医者が入って「認知症ですからデ

イサービスに行きましょう」等わけ分からないことを言うと、そこから離されておばあちゃんが何て言うかという

と「私だけ金使って遊ばせてもらってスマンナー」と言ってデイサービスに行かれます。その様なことを目の

当たりにします。でもこの生業と言われる生きる場所が無くなってしまったら、それも叶わなくなります。愛南

町の良さが無くなるなと思っています。  

この写真もそうです。11 代続く農家です。12 代目が今必死にや

っていますが、水田があって畑と家のこの中で 12 代ずっと家が存

続していきます。この様な生業をどの様に守るか。守るという事は新

しいものを作るという事ですから、どの様に作るか、という事を大きく

発想しながらやっています。  

しかしこれらは私たちが始めたわけでは無く、先輩たちが昭和 50

年代、60 年代には豚を飼ったり、なんやかんやとやったりしていまし

た。我々が良かったのは先輩が見事に 10 年で失敗してくれてい

た、障がい者が自主的に働

けるようにと頑張ったのです

が、10 年でほぼ消滅しまし

た。これは限界の構図だと

思っています。今はもう関係

なくやることをやっていくだけ

です。この様に先輩たちが

必死にやってくれて、理念

は残しつつ、見事に消滅していたということで、先

輩に言うと怒られますが失敗の歴史があります。  

我々もその頃から 10 年後くらい、当時は尾道と

アイデアだけ競り合っていても実際には全然及ば

なかった頃です。あれが良いかも、これが良いか

も、あれ見に行って、これ見に行って、作ってみて

は失敗して捨てて、みたいな事を延々10 年やって

いた頃です。 

それから法人立ち上げです。先ほどの話で出

雲が法人を立ち上げていましたが、合同会社の件

です。良いなと思いながら見ていました。法人を立
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ち上げるという事は、仲間たちと腹を

据えるという事で、お金の責任、雇用

の責任が入るので、しんどいので腹

は据えて NPO を作ったのが 15 年前

です。 

今日は田上さんが今日話すはず

でした。釣りの自慢ですね。隣で糸を

切ってやろうかと思いましたが、大物

を釣り上げました、63 ㎏のカジキです

ね。彼もとっても素敵な OT なのです

が、今はすっかり農家になっていま

す。 

観葉植物のレンタルから始まって、

温泉です。温泉も開所したときには、

尾道から軽トラ１台分の米を持ってき

てくれたことを覚えています。宿泊も

知らないうちに皆さんが来てくれてい

ました。 

バイキングも本当に凄い人気だっ

たのですが、１つ隣の町に認知症の

講演に行ったとき、会場の人にバイ

キングに来たことある人と聞いたところ半分以上に人が手を挙げてくれ

るような感じでした。本当に有り難いことです。  

この様に色々なことをしてきました。アボガドは、農業を始めるときに

地域の農業を習うのは未来を感じないので、誰も作れない国産・輸入

品の中で、国産品が無いものでこれから伸びそうなものはないか？と思

って探していたところアボガドがありました。それでアボガドに注目して、

私たちは教えられるのが嫌いで、自

分たちで考えてやりたい。それで皆

でアボガド食べて苗を生やして、でも

全部枯れました。それでアメリカに行

って種を買いました。2 泊 2 日でヴィ

レッジの近くに行ったのですが、ヴィ

レッジには寄らず帰ってきました。そ

れで苗を作りましたが、それも花は咲

かせましたが全部枯れました。そうこ

うしていましたが 4 年程前に銀座千

疋屋さんの本店でデビューすること

ができました。初めて 9 年目にやっと

デビューして、いまだにヒヤヒヤしなが

らやっていますが、愛媛アボガドとし

てフェアをやっていただいています。今も 1000 本強育てています。農薬登録も 1 つ取れ、周りの農家にど

んどん広げたり県も事業化したり、今度は灌水設備も町が山に全部作ってくれることになりました。農家と



5 

して希望を作るところがチョットずつ出来たかなと思っています。  

 

 

 

 

 

 

 

魚の養殖までまさかやるとは思っていませんでしたが、アマゴの養

殖です。アマゴを海に出すと降海型でサツキマスになります。この辺

りは田上さんがプロです。  

こちらが海に出しているところで、この様に大きくなります。苦戦し

ていますが、なかなか美味しいです。アボガドとセットで売るようなこと

も考えています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番最近始めたのは、神戸の王子動物園コアラの餌のユーカリ栽培です。これはとても良いです。動

物園・水族館とドンドン繋がっていきます。コアラは年間でユーカリ 2000 万円分食べます。神戸に行かれ

た時、コアラがユーカリを食べていたら御荘のかと思っていただけたら嬉しいです。アボガドに比べたら

1000 倍以上簡単です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

お米も田上さんがドンドン引き受けてくれますので、現在は 2.4ha で東京ドーム半分位までになりました。

一生懸命やっています。  
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柑橘も今は 3ha 位でしょうか、やっとまともな物が作れるようになっ

てきました。そしてふるさと納税を最近始めました。普通に売って収益

が入るのではなく、ふるさと納税だと収益と共に町に対する寄付が入

ってくるというのがとても良いと思っています。去年の冬始めたばかり

です。わずか数百万ですが、利点があるなと感じています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それから原発問題ですが、福島の原発問題で山梨から北の原木

しいたけは全部ダメで使えないのです。菌床しいたけとも天秤はかけ

てみたのですが、これは誰もやれないことをやってみようと思い、原木

シイタケをやっています。原木の切り出しから皆さん全員でやるので

凄いなと思いながら、僕はヤローと言うだけですから酷い話です。菌

打ちから本伏せ、これの 5 倍から 10 倍くらいの量になっています。田

上さんが県知事賞を 2 年連続で頂くくらいのところまでやっときまし

た。 
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最後です。これは今日の皆さんのスライドを見せていただき付け足し

ましたが、皆を掛ける。コラボレーションを良く使っているなと感じていま

す。このスライドは何処かのセミナーで使ったものですが、他分野が普

通に・・・という様に混ざり合っています。米を作って、病院の敷地の倉

庫にしまう。病院は高台にありますので、津波が有っても大丈夫です。

ここに大きな冷蔵庫を備えて、販売しつつ、そのまま災害備蓄になりま

す。災害ネットワークを作り、災害医療であり、地域の防災倉庫とする。  

この様な繋がりから、地域の医師不足をどの様に解消しようか、とい

う事で、これは山出し温泉です。様々な学生さん、この時は順天堂大

学の医学部の皆さんですが、愛媛大学医学部の方等いつも全国から

100 名位来てくれています。これはもう 10 年になりますが、今はオンラ

インで開催しています。この様なことをしながら、町の医療をどの様にし

て守るか、というところにコミットしています。  

またコロナ禍では弁当が活きていますので、色々なところが循環しな

がら何とかお役に立てないかと思っています。お金はギリギリかマイナス

かで、頭を下げなくてはいけない時が良くあります。その様なところです

が、何とか生きているかなという感じです。  

今の愛南町の状況はこの様な感じです。  

以上です。 

 

 

 

 

＊  第 2 回 Web セミナー 

「重度の人をどの様に支えていくか」（1）  

～クロザピンの基礎から～     実施報告  

 

 6 月 15 日水曜日 19 時から Zoom ミーティング方式で、第 2

回 Web セミナーを開催しました。  

 

 （ 長野 ）今回 2 回目のセミナーです。今回は「重度の人

を・・・ 」ということで、この内容は志井田さんから 2 回ほど前の

会議の時にクロザピン・クロザリルの話が出てきて、とても大事な

視点だなと思いました。勿論色々なことをされていらっしゃいま

すが、その中でクロザリルを是非とり上げたいなと思いました。  

 クロザリルに関して日本は遅れに遅れました。導入も遅れましたが、決して新しい薬ではありません。やっ

☆ ☆ 



8 

と使えるようになりましたが、県によってはなかなか広がっていません。国も慎重でようやく少しずつ緩んでき

たところです。  

 ここは良く解ったうえで、福祉施設や地域の支援がリンクしていかなくてはいけないのですが、未だ医療

機関でさえまともに取り組まれていないというのが本当のところです。  

 ヨーロッパでいうと 3 割から 4 割くらい、多い国でいくと 6 割くらいクロザリルの処方になっているところで、

この選択肢を 1 つ日本が入れないという状況をとても拙いと思います。 

やはり重たい方をどの様に支えるかということで、医療保護入院の事で共同通信が色々書きましたが、

医療保護入院の廃止という事が表舞台にまで出てきたことは凄いことなのですが、結果としては調整が入

ってしまいました。それでは地域で医療保護入院を本気で無くせるところがどの位あるのか、というと簡単

な事ではありません。 

その様なところも含めて、地道な活動がとても大事になるところが、今回勉強できたら良いなと思ってい

ます。 

志井田さん楽しみにしていますので、是非宜しくお願いします。  

                                        7 月号に続く  

 

 

＊  事務局からのお知らせ 

◎ 第 3 回 Web セミナーのお知らせ 

 日時  2022 年 9 月 14 日（水）  19：00～ 21：00 予定  

 テーマ  「災害への対応（仮）」  

           ※ 参加ご希望の方は、メールでご連絡ください。招待状をお送りします。  

 

◎ 2022 年度会費のお願い  

        本年度も是非協会運営にご協力ください。宜しくお願いします。  

             正会員年会費  10,000 円、 賛助会員会費  １口 1,000 円（3 口以上希望）  

             振込先  ゆうちょ銀行    口座記号番号  00110-7-315159 

                                  口座名   NPO 法人精神保健福祉交流促進協会  

 

 

 

 

 

 

－編集後記－  

 今年度の研修会が開催できて、画面を通し皆さんと再会すること、情報の共有をすることができたことを

嬉しく思っています。長野先生のお話を聴かせていただき、自分たちが活動している地域では、企業や行

政、医療や福祉がどれくらいコミットできているのだろうかと改めて考えてみました。しかし、愛南町のように

地域の皆さんと連携し活動しているというのにはほど遠い状況にあると改めて感じました。自分たちの地域

を今一度よく知り、その中で、過去の方々の理念は残しつつ、これまでの活動を振り返りながら新しいこと

を生み出していけたらと思いました。長野先生、大変参考になるお話をありがとうございました。6 月になり

梅雨時期となりましたが雨が少なく蒸し暑い日が続いております。皆さんお身体に気をつけてお過ごしくだ

さい。（ shiida.m）  

特定非営利活動法人  精神保健福祉交流促進協会  


